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棚田の風景（矢部町：写真提供　熊本県）

　阿蘇の南外輪山と九州山地に挟まれ、連なる丘陵と深い渓谷が織り
成す山間地の急峻な地形を巧みに利用して、農業生産活動が営まれて
いる。稲穂の天日干し風景であるが、歴史と伝統が受け継がれている
農村の美しい原風景である。

主な内容
・JA グループ熊本で「食料・農業に対する理解促進」

の運動展開

・JA 熊本うき青壮年部活動

・ガンバッテいます：上原泰臣さん、古閑かおりさん

・各連合会からのお知らせ

　
「
米
国
に
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
疑
い
、
建
国
の

父
が
生
き
続
け
て
い
る
こ
と
を
信
じ
ず
、
民
主
主
義
の
力
を
疑

う
も
の
が
い
る
と
す
れ
ば
、
今
晩
こ
そ
が
、
そ
の
答
え
と
な
っ

た
。」

　

十
一
月
四
日
深
夜
（
現
地
時
間
）、
次
期
大
統
領
に
決
ま
っ

た
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
上
院
議
員
は
、
地
元
シ
カ
ゴ
の
公
園
「
グ

ラ
ン
ド
・
パ
ー
ク
」
を
埋
め
尽
く
し
た
二
十
万
人
の
支
持
者

を
前
に
、
高
ら
か
に
勝
利
を
宣
言
し
た
。

　

オ
バ
マ
上
院
議
員
が
大
統
領
選
に
立
候
補
表
明
し
た
昨
年
の

二
月
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、

一
般
の
ア
メ
リ
カ
国
民
で
す
ら
「
知
ら
な
い
」
政
治
家
だ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
チ
ェ
ン
ジ
」（
変
革
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
掲
げ
、
登
場
し
た
オ
バ
マ
上
院
議
員
は
、
当
選
に
必
要

な
二
七
〇
人
の
選
挙
人
を
大
き
く
上
回
る
三
八
八
人
を
獲
得

し
、
共
和
党
候
補
の
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
候
補
を
破
り
、
初

の
黒
人
大
統
領
に
選
ば
れ
た
。

　

今
回
の
大
統
領
選
挙
の
最
大
の
敗
北
者
は
ブ
ッ
シ
ュ
共
和

党
政
権
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
八
年
間
の
失
政
と
混
迷
に
よ
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
国
民
は
閉
塞
状
況
に
あ
り
、
大
変
な
危
機
感

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
圧
倒
的
な
勝
利
で
選
出
さ
れ
た
オ
バ
マ
上
院

議
員
だ
が
、
そ
の
前
途
に
は
、
緊
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

ま
ず
世
界
を
覆
う
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
へ
の
、
待
っ

た
な
し
の
対
策
だ
。
そ
し
て
テ
ロ
と
の
戦
い
で
始
ま
っ
た
イ

ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
い
が
、
ア
メ
リ
カ
単
独
行

動
主
義
で
、
い
ま
だ
に
出
口
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

更
に
人
類
共
通
に
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
地

球
温
暖
化
等
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
で
あ
る
。

　
「
米
国
の
真
の
強
さ
は
武
力
や
経
済
力
で
は
な
く
、
理
想
を

実
現
す
る
力
―
民
主
主
義
と
自
由
、
機
会
、
決
し
て
朽
ち
る
こ

と
な
い
希
望
に
あ
る
。」「
イ
エ
ス
・
ウ
ィ
・
キ
ャ
ン
（
そ
う
だ
、

私
た
ち
は
で
き
る
。）」

　

オ
バ
マ
次
期
政
権
に
、
期
待
し
た
い
。



 ＪＡグループ熊本  で「食料・農業に
対する理解促進」を  テーマに運動展開

安
全
・
安
心
な
県
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡

大
と
、
生
産
コ
ス
ト
上
昇
分
の
農
畜
産
物

価
格
転
嫁
に
つ
い
て
、
消
費
者
へ
の
理
解

と
認
知
を
図
る
運
動
を
展
開

　

中
国
を
は
じ
め
、
輸
入
加
工
食
品
等
へ
の
不
信

感
、
食
の
安
全
性
、
日
本
食
糧
自
給
率
40
％
と
先

進
国
最
低
の
状
況
の
な
か
で
、「
食
に
対
す
る
意
識
」

が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

加
え
て
原
油
価
格
お
よ
び
輸
入
飼
料
の
高
騰
に
よ

り
、
農
業
生
産
資
材
価
格
が
上
昇
し
、
農
家
所
得
は

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
生
産
者
は
、
省
エ
ネ
対
策

は
じ
め
、
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
て
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
す
で
に
努
力
の
限
界
を
超
え
て
お
り
、

き
わ
め
て
厳
し
い
経
営
が
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
、

「
食
の
安
全
へ
の
取
組
み
」、「
食
糧
自
給
率
向
上
の

大
切
さ
」、
そ
し
て
、
今
な
ぜ
「
県
産
農
畜
産
物
」

「
地
産
地
消
」
が
大
事
な
の
か
、
そ
し
て
、
ま
た
生

産
資
材
コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
へ
の
理
解
を

訴
え
る
た
め
に
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

９
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
中
央
会
・
連
合
会
、
専
門
連

の
職
員
が
熊
本
市
内
の
繁
華
街
で
、
県
産
農
畜
産

物
の
チ
ラ
シ
や
、「
み
ん
な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
新
米
な
ど
を
配
布
し
た
。

活
動
は
、
12
月
ま
で
６
回
を
予
定
、
熊
本
市
内
の

繁
華
街
で
チ
ラ
シ
配
付
、「
熊
日
び
ぷ
れ
す
広
場
」

で
即
売
会
や
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
10
月
か
ら
Ｊ
Ａ
中
央
会
・
連
合
会
職
員

に
よ
る
街
頭
で
の
辻
立
ち
演
説
を
実
施
し
、「
農
業

の
よ
き
理
解
者
・
応
援
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

消
費
者
に
訴
え
た
。
12
月
ま
で
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

▲下通り、新市街で食料・農業への理解促進のため新米・チラシ配布
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 ＪＡグループ熊本  で「食料・農業に
対する理解促進」を  テーマに運動展開

●
そ
の
食
品
が
ど
こ
で
生
ま
れ
、
ど
う
流
通
し

て
き
た
か
が
追
跡
で
き
る
「
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
」
や
、
農
薬
な
ど
を
抑
え
た
エ
コ

ロ
ジ
ー
重
視
の
「
環
境
保
全
型
農
業
」
な

ど
安
全
・
安
心
な
県
産
農
畜
産
物
を
お
届

け
す
る
た
め
の
、
新
し
い
試
み
を
進
め
て

い
る
。

●
飼
料
や
原
油
の
値
上
げ
が
農
家
を
直
撃
し
、

そ
れ
ら
を
野
菜
や
肉
な
ど
の
価
格
に
反
映

せ
ざ
る
を
え
な
い
大
変
な
状
況
が
続
い
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
な
県
産

農
畜
産
物
を
、
よ
り
多
く
の
人
に
お
届
け

し
た
い
。
そ
し
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
生

産
コ
ス
ト
削
減
や
、
農
業
経
営
の
さ
ら
な

る
合
理
化
な
ど
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、「
県

農
畜
産
物
に
よ
る
食
を
守
る
運
動
」
を
続

け
て
い
く
。

●
地
産
地
消
の
普
及
、
食
農
教
育
の
推
進
、

加
工
品
向
け
農
畜
産
物
供
給
の
強
化
、
適

切
な
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
の
構
築
、
農
業
の
多

面
的
機
能
の
維
持
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ

て
の
継
続
的
な
、
県
産
農
畜
産
物
の
提
供

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
み
ん
な
の
良
い
食
」
の
た
め
に

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
、
今
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
。

▲熊日びぷれす広場で即売会やゲーム大会

▲オープニングであいさつする JA 中央会園田会長

▲連合会職員による街頭宣伝隊

○ご通行中の皆さん、私たちはＪＡグループ熊本の街頭宣伝隊です。
安心な食生活のために大切なのは、まず産地を確認することではな
いでしょうか。安いかどうかよりも、安全かどうかで選ぶことでは
ないでしょうか。自分にとって家族にとって「よい食」とは何なのか、
本気で考えてみてください。私たち日本人にとって一番安全な食は、
やっぱり「国産農畜産物」ではないでしょうか。

辻立ち口上抜粋
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ＪＡ熊本うき 青壮年部活動

　

毎
年
９
月
に
青
壮
年
部
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
開
催
。
本
年
も
９

月
26
日
に
部
員
ら
約
１
０
０
名
が

参
加
し
、
農
業
や
青
壮
年
部
活
動

等
へ
の
将
来
の
希
望
や
提
言
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

看
板
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
豊
野

支
部
と
三
角
地
区
の
２
看
板
が
優

秀
賞
に
輝
き
、
11
月
15
～
16
日
、

合
志
市
の
県
農
業
公
園
で
開
か
れ

る「
２
０
０
８
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ

ア
」
会
場
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
県
中
央
会
よ
り
講

師
を
招
い
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉

や
農
業
情
勢
な
ど
の
、
農
政
学
習

会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

管
内
６
地
区
の
青
壮
年
部
代
表

が
出
場
し
た
「
盟
友
の
主
張
大
会
」

で
は
、最
優
秀
賞
に
「
夢

の
途
中
」
と
題
し
て
発

表
し
た
松
橋
地
区
の
緒

方
壮
洋
さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
組
織
活
動
実

績
発
表
で
は
下
北
地
区

の
宮
本
享
さ
ん
が
「
Ｊ

Ａ
と
共
に
取
り
組
む
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

緒
方
さ
ん
と
宮
本
さ

ん
は
10
月
30
日
、
八
代

市
で
開
催
さ
れ
た
県
大

会
に
出
場
し
、
盟
友
の

　

当
Ｊ
Ａ
は
毎
年
、
Ｊ
Ａ
役
職
員

と
青
壮
年
部
と
の
対
話
集
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
岩
山
勝
也
組
合
長

が
「
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳

し
い
が
、
組
合
員
の
満
足
度
向
上

と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に
、

役
職
員
一
体
と
な
っ
て
務
め
て
い

く
」
と
挨
拶
。
質
疑
応
答
で
は
、

参
加
し
た
部
員
約
80
名
か
ら
、
多

く
の
建
設
的
な
意
見
や
要
望
が
出

さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　ＪＡ熊本うき青壮年部は、松橋、下北、小川、下東、宇土、三角、不知火の７地区より構成され、盟友数４６８
名で活動しています。
　青壮年部の主な活動として、リーダー研修会、ＪＡ役職員との対話集会や、地域の小学校の子ども達と一緒に田
植えや稲刈り、芋掘りなど農業体験を通した食育活動等を開催、多くの盟友が参加しています。
　今後の目標としては、若い盟友を増やし、明日の地域農業を担う人材を育成したいと考えています。

Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
青
壮
年
部

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

組
合
員
か
ら
“
生
の
声
”

～
青
壮
年
部
と
の
対
話
集
会
～

〔
食
と
農
の
大
切
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
〕

主
張
発
表
大
会
に
お
い
て
、
緒
方

さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

緒
方
さ
ん
は
熊
本
県
の
代
表
と

し
て
、
福
岡
県
で
行
わ
れ
る
九
州

地
区
青
年
大
会
へ
の
出
場
が
決
定

し
ま
し
た
。

▲青壮年部リーダー研修会

▲芋苗植え

▲田植え

▲ JA 役職員と青壮年部との対話集会

▲あぐりキッズスクール収穫祭での
もちつき・もち加工の指導

▲

盟
友
の
主
張
大
会
で
力
強
く
発
表
す
る

最
優
秀
賞
の
緒
方
さ
ん

青
壮
年
部
各
支
部
に
よ
る
農
業
体

験
学
習
の
様
子
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上原　泰臣さん
ＪＡたまな管内

●
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

玉
名
郡
和
水
町
は
、古
墳
祭
り
、肥
後
民
家
村
、特
産

品
で
は
、米
、タ
ケ
ノ
コ
な
ど
が
有
名
。

　

上
原
さ
ん
は
、昭
和
四
八
年
十
一
月
生
ま
れ
。有
明

高
専
時
代
は
、ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
九
州
ア
イ

デ
ア
賞
」を
も
ら
い
、秋
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、一
般
企
業
に
就
職
し
て
機
械
の
設
計
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、父
の
仕
事
を
引
き
継
ぎ
た
い
と

農
業
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

水
稲
九
ha
、甘
藷
一
〇
ha
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
六
ha
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

●
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
継
い
で

　

現
在
、農
業
生
産
法
人
（
有
）「
み
ど
り
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
」を
設
立
。育
苗
管
理
、ヘ
リ
防
除
請
負
な
ど
を
手
が

け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
十
月
が
一
番
忙
し
く
、家
族
の
外
、従
業
員
、外
国

研
修
生
で
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
の
毎
日
で
す
。こ
れ
が
終
わ
る

と
、飼
料
米
や
も
ち
米
の
刈
り
入
れ
と
、暇
が
あ
り
ま
せ

ん
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
モ
ミ
の
乾
燥
調
整
は
、天
水
地
区
を
は
じ
め
い
ろ

ん
な
地
域
か
ら
依
頼
が
あ
り
、年
間
二
万
俵
を
籾
摺
り
し

ま
す
。

●
甘
藷
へ
の
試
み

　

近
年
、焼
酎
ブ
ー
ム
で
、玉
名
地
域
唯
一
の
酒
造
会

社
に
、芋
焼
酎
の
原
料
と
し
て
、甘
藷
を
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　

甘
藷
の
苗
植
え
は
手
作
業
で
、多
く
の
人
手
が
必
要

な
と
こ
ろ
か
ら
、シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
応
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
純
農
村
で
、温
暖
な
気
候

と
、水
は
け
の
よ
い
酸
素
を
含
ん
だ
土
地
は
、甘
藷
を
栽

培
す
る
た
め
の
条
件
に
は
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、雑
草
が
大
き
く
な
れ
ば
、手
に
負
え
な
く
な
る

の
で
畑
の
管
理
が
大
変
で
す
。」と
話
す
上
原
さ
ん
は
、

甘
藷
の
風
味
と
ソ
フ
ト
な
甘
さ
を
出
す
た
め
に
、有
機

質
の
肥
料
使
用
と
、土
壌
改
良
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

●
青
壮
年
部
の
活
動

　

青
壮
年
部
は
、子
供
た
ち
に
「
食
と
環
境
の
大
切

さ
」を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、小
学
６
年
生
を
対
象

に
「
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」を
行
い
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、新
し
い
試
み
と
し
て
、「
地
元
農
産
物
の
Ｐ

Ｒ
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の

中
か
ら
優
秀
な
作
品
を
選
び
、各
部
会
の
チ
ラ
シ
な
ど

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、部

員
が
政
治
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
勉
強
会
や
研
修
を

実
施
。さ
ら
に
国
及
び
県
の
議
員
に
現
場
の
意
見
を
聞

い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、意
見
交
換
会
な
ど
も
企
画
し

て
い
ま
す
。

古閑かおりさん
ＪＡ熊本市飽田地区フレッシュミズ 　「あじさい会」

▲お子さんと一緒に

　

古
閑
さ
ん
は
、飽
田
地
区
の
お
隣
、天
明
町

出
身
。地
元
の
学
校
を
卒
業
後
、一
般
企
業
へ

就
職
。兄
弟
を
通
し
て
現
在
の
ご
主
人
と
知

り
合
い
、九
年
前
に
結
婚
し
ま
し
た
。

　

結
婚
を
機
に
退
職
。そ
の
後
、二
人
の
子
供

に
恵
ま
れ
、子
育
て
し
な
が
ら
ご
両
親
と
共

に
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

●
今
も
昔
も
ナ
ス
農
家

　

古
閑
さ
ん
宅
で
は
、両
親
と
と
も
に
、ナ
ス

を
六
五
ａ
、ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ニ
ョ
ー
ル
（
茎

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）を
二
〇
ａ
、キ
ャ
ベ
ツ
一
〇

ａ
、そ
し
て
米
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
「
実
家
も
ナ
ス
農
家
な
の
で
、農
作
業
に
は

あ
ま
り
戸
惑
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ナ

ス
の
交
配
、収
穫
、ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ニ
ョ
ー
ル

の
袋
詰
め
、箱
詰
め
等
す
べ
て
は
手
作
業
な

の
で
、と
て
も
大
変
で
す
。忙
し
い
時
期
は

パ
ー
ト
従
業
員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。」

●
野
菜
ソ
ム
リ
エ
合
格
！

　

古
閑
さ
ん
は
今
年
の
二
月
に
野
菜
ソ
ム
リ

エ
の
資
格
を
取
得
。野
菜
の
こ
と
を
勉
強
し

て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。日
中
は
農
業
、子
育
て
、家
事
に
追
わ
れ
、

勉
強
は
夜
の
短
い
間
だ
け
で
し
た
。合
格
で

き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

取
得
後
は
、色
々
な
野
菜
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

　
「
資
格
を
活
か
し
て
、子
供
達
に
野
菜
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
、ま
た
色
々
な
活
動

に
参
加
し
た
い
。」

　

新
た
に
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
日
も
、近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
の
活
動

　

古
閑
さ
ん
が
所
属
す
る
「
あ
じ
さ
い
会
」

で
は
、現
在
約
二
十
名
ほ
ど
の
会
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、編
み
か
ご
、ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
等
の
手
芸
制
作
、ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
、

夏
の
研
修
旅
行
、パ
ン
作
り
、ミ
ル
ク
牧
場
見

学
等
、様
々
で
す
。

　
「
家
の
光
」な
ど
の
雑
誌
を
活
用
し
、子
連

れ
で
も
参
加
で
き
る
活
動
を
計
画
し
て
い
ま

す
。今
年
の
研
修
旅
行
で
は
、ミ
ル
ク
牧
場
で

の
バ
タ
ー
作
り
、乳
搾
り
を
体
験
。参
加
し
た

親
子
に
、と
て
も
好
評
だ
っ
た
と
の
こ
と
。今

年
は
台
風
情
報
に
左
右
さ
れ
つ
つ
も
、色
々

活
動
で
き
た
そ
う
で
す
。

●
今
後
の
期
待
と
抱
負

　

古
閑
さ
ん
は
、「
ま
ず
会
員
数
を
も
っ
と
増

や
す
こ
と
。今
で
も
子
ど
も
連
れ
で
参
加
し

て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、今
後
も
っ
と

増
え
て
ほ
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
中
央
会

Ｊ
Ａ
経
済
連

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
は
10
月
25
日
、「
食

料
・
農
業
に
対
す
る
理
解
促
進
」
街
頭
宣
伝

活
動
の
第
３
弾
と
し
て
、
中
央
会
・
連
合
会
・

Ｊ
Ａ
職
員
30
人
の
参
加
の
も
と
、
初
め
て
県

外
の
福
岡
市
天
神
（
大
丸
デ
パ
ー
ト
前
）
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
横
田
健
副

会
長
は
「
大
消
費
地
・
福
岡
で
熊
本
県
産
品

の
ア
ピ
ー
ル
と
、
農
業
理
解
を
訴
え
る
こ
と

は
大
変
重
要
だ
。頑
張
っ
て
下
さ
い
」と
激
励
。

　

今
回
は
、
農
畜
産
物
へ
の
価
格
転
嫁
へ

の
理
解
や
食
料
自
給
率
向
上
、
そ
れ
に
安

全
・
安
心
な
熊
本
県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
、
み
ん

な
の
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
チ
ラ
シ

２
０
０
０
枚
ず
つ
を
配
布
。
そ
の
間
「
安
全
・

安
心
な
熊
本
県
産
を
お
願
い
し
ま
す
」
等
と

マ
イ
ク
を
も
っ
て
辻
立
ち
演
説
も
行
い
、
多

く
の
通
行
人
に
訴
え
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
熊
本
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
回
答
者
に
は
ガ
ラ
ポ
ン

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

し
た
。
１
等
に
熊
本

彩
果
（
Ｊ
Ａ
あ
し
き

た
）、
２
等
に
新
米

（
2
㎏
を
20
袋
）
等

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、

米
す
く
い
大
会
等

に
終
始
長
い
行
列

が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
が
主
催
す
る
「
第
３

回
“
体
験
・
発
見
”
米
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

が
10
月
18
日
、
上
益
城
郡
山
都
町
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
熊
本
市
小
学
校
社
会
科
研
究
会

や
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
・
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

青
壮
年
部
が
後
援
。
児
童
や
保
護
者
な
ど
関

係
者
ら
40
人
が
参
加
し
、
稲
刈
り
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
料
理
教
室
を
開
き
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま

し
き
の
枝
尾
征
子
部
長
の
指
導
の
も
と
、「
巻

き
ず
し
」
や
「
だ
ご
汁
」
な
ど
お
米
を
使
っ

た
料
理
に
子
供
た
ち
は
挑
戦
し
た
ほ
か
、
食

料
自
給
率
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

福
岡
市
で
初
の
県
外
街
宣
活
動
を

実
施

“
体
験
・
発
見
”
米
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク

　

Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
10
月
15
日
、
熊
本
市

の
全
日
空
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
で
、
平
成

20
年
産
秋
冬
野
菜
・
果
実
出
荷
大
会
を
開

き
ま
し
た
。
10
月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
の

販
売
目
標
金
額
を
３
１
０
億
円
（
野
菜
類

１
８
５
億
円
、
果
実
類
１
２
５
億
円
）
と
し
、

産
地
の
結
集
と
消
費
地
と
の
連
携
の
も
と
、

目
標
販
売
金
額
の
達
成
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
生
産
者
や
全
国
の
取
引
市
場
、

Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
２
５
０
名
が
出
席
。

　

平
成
20
年
産
の
生
産
計
画
は
、
野
菜
の

作
付
面
積
は
１
９
９
・
９
㌶
増
え
２
０
２
６

㌶
、
出
荷
量
は
７
７
０
９
・
４
㌧
増
え

６
万
３
０
３
３
㌧
。
い
ち
ご
の
作
付
面
積

は
４
４
㌶
減
り
２
６
９
㌶
、
出
荷
量
は

１
０
９
５
・
２
㌧
減
り
９
８
２
９
㌧
。
瓜
類

は
作
付
面
積
が
７
９
・
５
㌶
減
り
３
２
０
㌶
、

出
荷
量
は
３
２
９
㌧
減
り
７
６
７
４
㌧
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

経
済
連
に
よ
る
と
、「
作
付
に
つ
い
て
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
等
の
増
加
が
見
ら
れ
る
が
、
ト
マ

ト
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
施
設
野
菜
の

主
力
品
目
で
は
、
や
や
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

生
育
に
つ
い
て
は
、
台
風
接
近
に
伴
う
断
続

的
な
雨
で
、
一
部
定
植
の
遅
れ
が
見
ら
れ
た

が
、
前
年
並
み
の
出
荷
数
量
を
見
込
ん
で
い

る
」
と
の
こ
と
。

　

大
会
で
は
「
品
質
を
重
視
し
た
省
エ
ネ
対

策
へ
の
取
り
組
み
」「
安
全
と
信
頼
に
応
え

秋
冬
野
菜
・
果
実
出
荷
大
会

～
伝
え
よ
う
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
～

る
『
安
心
な
Ｊ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
』
の
確
立
」「
多

様
化
す
る
実
儒
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
安
定
供

給
」「
高
精
度
な
産
地
情
報
の
提
供
に
よ
る

価
格
確
保
」「
統
一
ブ
ラ
ン
ド
『
よ
か
く
ま

さ
ん
』
に
よ
る
販
促
支
援
の
強
化
」
の
５
つ

の
基
本
方
針
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
と
し
て
（
社
）
熊
本
県
野
菜
振

興
協
会
園
芸
部
長
会
会
長
の
松
下
隆
裕
さ
ん

が
「
厳
し
い
生
産
現
場
の
中
で
、『
安
全
・

安
心
』
で
高
品
質
な
青
果
物
を
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
・
市
場
関
係
者
の

理
解
を
得
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
力

を
込
め
ま
し
た
。

▲ガンバロウ三唱をする野菜振興協会園芸部長会副会長と女性部会長

▲稲刈りを体験する参加者

▲アンケート調査に並ぶ福岡市民

227 号　みどりの風　2008 年 11 月 15 日（6） 



Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

Ｊ
Ａ
共
済
連

▲各後援団体からの特別賞の表彰

▲特別賞・金賞を受賞した小・中学生

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
熊
本
で
は
、
平
成
20
年
11

月
4
日
（
火
）
か
ら
平
成
21
年
1
月
30
日

（
金
）
ま
で
の
3
ヶ
月
間
、
Ｊ
Ａ
貯
金
「
プ

レ
ミ
ア
ム
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
０
８
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
①
ス
ー
パ
ー
定

期
貯
金
（
10
万
円
以
上
、
預
入
期
間
1
年
以

上
）、
②
ス
ー
パ
ー
Ｊ
Ａ
（
据
置
定
期
貯
金
）

（
10
万
円
以
上
、
預
入
期
間
1
年
以
上
）
③

ス
ー
パ
ー
貯
蓄
貯
金
（
30
万
円
以
上
）
の
い

ず
れ
か
を
新
規
で
ご
契
約
い
た
だ
い
た
お

客
様
の
う
ち
、
先
着
２
０
、０
０
０
名
様
に

「
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
エ
コ
ク
ロ
ッ
ク
」（
時
計
）

も
し
く
は
「
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
保
温
・
保
冷
バ
ッ

グ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

今
年
の
冬
も
話
題
を
呼
び
そ
う
な
ち
ょ
き

ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ
、
是
非
お
早
め
に
ご
獲
得
下

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
貯
金

「
プ
レ
ミ
ア
ム
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
８
」

平
成
20
年
11
月
4
日
（
火
）
～
平
成
21
年
1
月
30
日
（
金
）
　

10
月
25
日
（
土
）
熊
本
市
内
に
お
い
て
、

平
成
20
年
度 

Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書

道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
熊
本

県
大
会
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
、
県
内
小
・
中
学
生
の
児

童
・
生
徒
の
作
品
２
３
，
５
０
４
点
の
中
か

ら
、
各
部
門
各
学
年
の
最
優
秀
賞
に
あ
た
る

金
賞
・
特
別
賞
を
受
賞
し
た
25
名
（
２
名
は

２
部
門
受
賞
）
の
小
・
中
学
生
が
招
待
さ
れ
、

そ
の
栄
誉
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
来

賓
を
代
表
し
て
熊
本
県
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
審
査
を
務
め
ら
れ
た
審
査

員
を
代
表
し
て
、
森
山
先
生
（
書
道
）、
宮

﨑
先
生
（
ポ
ス
タ
ー
）
か
ら
各
部
門
の
講
評

が
な
さ
れ
、
表
彰
で
は
、
受
賞
者
一
人
ひ
と

り
に
表
彰
状
・
楯
・
記
念
品
が
各
後
援
団
体

の
来
賓
各
位
か
ら
手
渡
さ
れ
、
受
賞
者
は
緊

張
の
面
持
ち
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

金
賞
を
受
賞
し
た
２
７
点
の
作
品
は
、
11

月
下
旬
に
Ｊ
Ａ
共
済
連
全
国
本
部
で
開
催
さ

れ
る
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度　

Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生

書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
熊
本
県
大
会　

表
彰
式
開
催
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●　
「
大
菊
」、「
中
菊
」、「
小
菊
」
の
さ
し
芽
を
、

一
年
か
け
て
摘
心
、
い
ろ
い
ろ
な
形
に
育
て
る

根
気
と
技
術
に
感
服
し
ま
す
。

十
一
月
に
咲
く
花
【
菊
】

　
「
菊
」
の
名
は
漢
名
で
、「
キ
ク
」
は
そ
の
音

読
み
で
す
。

　

日
本
を
代
表
す
る
花
（
菊
）
は
、
奈
良
時
代

に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
鉢
植
え

草
花
と
し
て
日
本
で
独
特
の
発
達
を
し
ま
し

た
。
秋
に
は
菊
人
形
の
創
作
、
愛
好
会
主
催
の

品
評
会
な
ど
が
各
地
で
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
天
皇
家
の
家
紋
を
は
じ
め
、
菊
を
か

た
ど
っ
た
勲
章
や
褒
章
な
ど
に
使
わ
れ
、
な
じ

み
の
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
菊
は
西
洋
で
は
墓
参
の
時
に
用
い

ら
れ
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
日
本
で
も
葬
儀

の
際
の
献
花
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

 (

花
こ
と
ば)　

高
貴

キ
ク
科
／
多
年
草
／
中
国

●　

盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や　

周
辺
地
域
の
話

題
、
写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ

Ａ
本
・
支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

08481050411

ご加入にあたりましては、お近くの JA（農協）へお問い
合わせください。
■ホームページアドレス　http://www.ja-kyosai.or.jp

みんなにサンキューキャンペーン実施中！
http://www.3qja.jp

JA熊本中央会

「よい食プロジェクト」を展開します。
　JA グループでは、生活者の食料についての不安や不信の高まりによる、安全・
安心な国産農畜産物や日本農業への関心が従来にもまして高まってきている状
況をふまえ、「みんなのよい食プロジェクト」を始動させました。
　このプロジェクトは、これからの日本人にとって「よい食」とは何かを、日
本の農家と JA グループ、そして消費者のみなさんが一緒になって考え、行動
していく運動です。
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